






 要約:明らかな神経学的異常のない早期産低出生体重児(R群)5名と、正期産成熟児(C群)7

名を対象に 3 歳までの言語や認知の発適過程を、発達検査、MLU、異なり語彙数、象徴行

動から検討した。R 群の発達特徴として以下のことが明らかになった。C 群と比較して全

般的に大きな遅れはないものの、12 ヵ月では、ものに対する社会的な認識や他者への関

心に関する発達、30 ヵ月では目の前にない事象の表象の認識が遅れた。しかし、数ヵ月

後に差はみられなかった。また 36 ヵ月ではプランに基づく遊びの構成と展開が遅れる傾

向があった従来、早期産低出生体重児の発達特徴された、言語領域や探索・操作領域の遅

れについての質的検討を行い、縦断的追跡の積極的意義が論じられた。


